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・橋の名付け親プロジェクト 
・簡易橋梁点検プロジェクト 

「橋の少子高齢化」の時代を迎えます。高
齢化した橋を支えていかなければなりませ
ん。小さいうちから、「自分の地域の橋は
みんなで守る」という意識を根付かせるこ
とが大切です。 

日本よりインフラの整備が早かったアメリ
カでは既に死亡事故に結びつく老朽化によ
る橋の崩落事故が起きています。（上記）
小学校から地域の橋について学ぶことで、
社会へ目を向けるきっかけにもなります。 

出典：2007年8月1日、AP/アフロ 
2007年米国ミネアポリス高速 
道路橋梁崩壊事故。死者９名、 
行方不明者4名、負傷者100名以上。 
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日本大学工学部 
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nonwaka19@gmail.com 
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橋の名付け親プロジェクト 

橋守り・点検 
小さい子供がぬいぐるみ
に名前をつけて可愛がる
のと同様。自分たちで名
前を付ける事で、橋への
愛着にもつながる。 

子供たちが付けた橋なら
大事にしなきゃ、という
気持ちにつながる。地域
で守る意識が生まれる。 

あゆみ橋 

きずな橋 

若い人にも土木・橋梁に関心を持って欲しいという思いから、平田村で小学
生を対象に始まった橋の名づけ親プロジェクト。今まで番号で呼ばれていた
番号橋に、自分で名前をつけることで橋に愛着が湧くはずです。2013年、平
田村で実施した際には、蓬田小学校には「33号橋」の名付け親に、小平小学
校には「72号橋」の名付け親になっていただき、それぞれ「きずな橋」、
「あゆみ橋」という素敵な名前を付けていただきました。橋の維持管理にか
かる費用は多くなる一方で、将来、地方の市町村では自治体だけでの橋の維
持管理は難しくなることが予想されます。自分達で使う橋は、できる範囲で
自分達で守っていく体制作りが重要になってきます。少しずつ、近所にある
橋に少しでも興味・関心を持つきっかけになって欲しいと思い、橋の名付け
親を実行しました。 
 

橋の命名式にて。 

平田村の澤村村長さん
とも打合せ。 

関心・愛着 行動 将来 

高齢化している橋の管理は自治体ですが、使うのは私たち住民です。普段
使っている橋を簡単に清掃したり点検したりして、自分達で橋を守っていき
ませんか。橋を守ることは自分たちの命を守ることにもつながります。 
学年が上がるにつれて、安全面の配慮も自分でできるようになります。橋梁
点検チェックシートを使い、中学生は通学路の橋梁を、工業高校に進学した
高校生は課題研究のテーマとして、橋を点検します。点検は普段の橋の利用
方法から逸脱せず、橋の上からのみの点検です。2015年、平田村で住民の方
に点検して頂き、プロの点検結果と比較し、偏向を極力取り除いたチェック
シートです。裏面と表面をリンクさせながら点検し、最終的にはGoogle map
上で情報を公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④排水桝の設置は 

有（下記入）・無（次へ） 
地覆と舗装面の間 
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部
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部
分
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・
広
範
囲 

⑥伸縮装置の設置は 

有（下記入）・無（次へ） 

該当する伸縮装置に○して記入 

①②③共通 

①  ②     ③ 

  

目
地
板
の
抜
落
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土
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盛
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上
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段
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２
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上
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大
型
車
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通
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有 無 有 無 有 無 有 無 有 無 有 無 

① 高欄（ガードレール）の設置は 

有（下を記入）・無（次の項目に進む） 

鋼製 コンクリート製 

変
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・
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② 地覆 

ひ
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③ 照明の設置は 

有（下記入）・無（次へ） 

電
球
切
れ 

錆 

変
形
・
亀
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有 無 有 無 有 無 

分らない 

⑤ 舗装 

橋
前
後
の
舗
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ひ
び
割
れ
・
段
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車道部 歩道部 

ひ
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わ
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その他・気づいたこと等 

沈下 
沈下 

①高欄
こうらん

 

⑤舗装
ほ そ う

 

地覆
じ ふ く

 

④排水
はいすい

桝
ます

 

③照明
しょうめい

 

②地覆
じ ふ く

 

橋の構造 

橋梁名         日付  年  月  日  点検者           年齢    

欠
け 

剥
が
れ 

浮
き 

目地板 フィンガー  ゴム 

⑥伸縮
しんしゅく

装置
そ う ち

 

① 技術者が５年に１回の定期点検だけでは収集できない、住民の皆さんだからこそ把握できる日常の橋梁の状態を知るため。 

② 緊急性のある症状を把握し、橋梁に関する事故を未然に防ぎ、住民みなさんはじめ、橋の使用者の安全を守るため。 
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亀裂 

写真：国土交通省、国総研NILIM、陸奥テックコンサルタント、個人撮影（平田村等） 

  の症状が重症だったら直ちに通報 

※②は直ちに通報 

日本大学・平田村役場 橋の１１９番 

※
注
意
点
※ 

・
白
線
の
内
側
・
歩
道
・
路
肩
の
み
で
安
全
に
注

意
し
て
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
２
人
以
上
の
点
検
者
で
互
い
の
安
全
に
気
を
配

り
、
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
雨
の
日
、
暗
い
時
間
帯
で
の
点
検
は
事
故
等
の

危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
控
え
く

だ
さ
い
。 

橋に以下のような症状があるときは、橋にとって大変危険な状態です。 

TEL:024-956-8716 

QRコードからも通報可能です。 
メール作成→記入→送信 
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ボルトの抜け 

日本大学工学部 
コンクリート工学研究室  

その他橋の異常や気になる点がありましたら、QRコードからご連絡ください。 

 橋全体のゆがみ 

伸縮装置の隙間が 
明らかに大きい 

橋面から白い粉を 
噴いている 

伸縮装置に段差がある 

事故時の車による 
破損・変形 

車で走行する 
際の異常な音 

Copyright 2016 日本大学工学部土木工学科コンクリート工学研究室 All Rights Reserved. 

黒川高校慣
用技術工学
科の皆さん 

橋の清掃を
しています。 


